「ルーベンス」　栄光のアントワープ工房と原点のイタリア

　“バロックの真髄”と称される「ルーベンス展」が渋谷で脚光を浴びている。

　「ルーベンス」（1577～1640）は、17世紀初頭の欧州において最も名高い画家で、カリスマ的存在であったバロック時代に名声をとどろかせた巨匠である。

「Bunkamura　ザ・ミュージアム」で開催中（13.3.9～4.21）の展覧会は、栄光のアントワープ工房とイタリア滞在中の作品を紹介するイベントである。
　

　画伯は、アントワープでは大規模な工房を組織して、卓越した作品を軸にして、静物、動物、風景などの分野を異にする画家たちとの共同制作、油彩画の構図を再現した版画など、アントワープ画派の豊かな芸術展開を展開している。
イタリア時代（８年間）は宮廷画家として活躍し、本邦初公開の「聖ドミティッラ」「毛皮をまとった婦人」「ロムルスとレムスの発見」が展示されている。

とりわけ「ロムルスとレムスの発見」（油彩/カンヴァス　1612～13年頃）は、世界最古の「ローマ・カピトリーナ絵画館」から出展され、双子の兄弟が狼に育てられたという神話で、ローマ建国の主人公とされ注目される傑作である。
　絵画の構図は、左：テヴェレ川の擬人像と川の水源を象徴するニンフ、右：羊飼い、中央：キツツキ、下：子ども二人（ロムルスとレムス）と雌狼が舌で子どもの足をなめて綺麗にしている様子が実に克明・如実に描かれている。
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